スカイプ©英会話を活用した短期大学英語授業の試み ─フィリピン人講師との1 対1 のオンライン英会話レッスンを 授業に組み込むことによる効果─ by 三田 薫
抄録：
　本稿では、スカイプ英会話を短期大学の英語コミュニケーション学科正規科目に導入した英語







　The current study investigates the implementation of Skype-based video chat in three 
regular elective English courses for junior college students majoring in English, who engaged in 
twenty-five-minute one-on-one Skype video lessons with Filipino instructors in every 90-minute 
class per term. The aim of this activity was to increase students’  confidence and proficiency in 
oral communication. The students reported great satisfaction with the lessons. Questionnaires 
and interviews were administered for data analysis. Quantitative analysis of attitudes indicated 
that the difference at the beginning and the end of the study concerning L2 communication 
confidence was statistically significant at p<.01, whose implication was further explored in detail 
employing responses of open-ended questions and interviews.
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ス カ イ プ英会話を活用 し た短期大学英語授業の試み
─フィリピン人講師との 1対 1のオンライン英会話レッスンを
授業に組み込むことによる効果─　
Using Skype  to enhance junior college studen ts ’oral English proficiency:
─ Effects of integrating one-on-one online lessons with Filipino teachers
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（Sotillo, 2000 ;  Young, 2003）。例えば Young（2003）は、台湾の専門学校生がチャットルーム、
e-mail、オンラインディスカッショングループ参加を通して課題を行うプログラムを紹介してい













（2008, 2009）と小早川他（2012）で紹介されている。Ryobe（2009）は、日本人大学生 209 名が 16




大学生 92 名がフィリピンの大学生 70 名 とスカイプ英会話をしたことを報告している。「科学技











































ン学科で学科専門選択演習科目として開講した。科目名はWorkshop A, Workshop B, Workshop 
C の 3 科目（各 1単位）で、それぞれ月・水・金の 5限（16：30 ～ 18：00）に実施した。同様の
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る。今回の調査で事前・事後調査（5月初旬と 7月下旬）を通してデータを収集できたのは 20 名
で、そのうち 1年生は 17 名、2年は 3名である。20 名中 3名は週 3回授業を受講（Workshop 
A, B, C の 3 科目とも履修）し、10 名は週 2回、7名は週 1回、受講している。この中で、授業以
前からスカイプ英会話を自分で行っていた学生は 20 名中 1名（2年生）であった。授業はすべて
筆者が担当した。以下は調査協力者 20 名の科目受講状況である。
　
　調査協力者 20 名 （1 年生 17 名、2年生 3名）
　Workshop A（月曜） 受講者数 16 名
　Workshop B （水曜） 受講者数 13 名
　Workshop  C（金曜） 受講者数 7名
　  3 科目延べ受講者数 36 名































































































　調査協力者の英語力については、20 名のうち 2013 年 6 月に学内で実施したTOEIC-IP 試験を
受験した学生は 9名のみであった（n = 9, M = 357.50、SD = 76.40, Max = 470, Min = 230）。しか
し 1年生 17 名については、入学時にプレイスメントの「標準テスト」（テストの妥当性や信頼性
を高めるため実験され測定方法や採点基準が確立しているテスト）を全員受験している （n = 17, 
M=154.29, SD= 20.91, Max = 185, Min = 114）。このテストは 300 点満点で、大学入学時平均スコ
アが 150 ～ 160 点とテスト開発業者から報告されている。 ３）   そこで 1年生 17名を 150 点以上の８
名と 150 点未満の 9名の２グループに分類し、データ分析の際に参考にした。グループ名にはそ
れぞれのグループの平均点を用いた（cf. 田中 , 2010）。　
173 点群（n = 8, M = 172.75, SD = 11.42, Max =185, Min = 150）



























































   １.  講師が話していることが理解できる
   ２.  講師の話が聞き取れないときに聞き返すことができる
   ３.  講師が話している単語が分からないときに、その単語を聞いて教えてもらうことができる
   ４.  講師と雑談するときに途中で沈黙せずに会話を続けられる




   ６.  講師と雑談するため用意した内容と違う方向に話が進んでもスムーズに会話できる
   ７.  講師と話すときに自分の発音で正確に通じている
   ８.  自分の発音を講師に直してもらった時には、正確に言い直すことができる






























　上記の 36 項目のうち 22 項目が事後に平均値が上がり、13 項目が事後に平均値が下がり、1項
目は事前と事後で同じであった。36 項目について事前・事後の平均の差に関する「t検定」（一対
の標本による平均の検定）を行った結果、統計的な有意差（ p ＜ .05）が認められるものは、以下
の 8項目であり、いずれも平均が上がっている（詳細はAppendix B 参照）。
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図９　スカイプ英会話授業の事前・事後の学生自己分析
　   １．講師が話していることが理解できる
 　  ３．講師が話している単語が分からないときに、その単語を聞いて教えてもらうことができる
 　  ６．講師と雑談するため用意した内容と違う方向に話が進んでもスムーズに会話できる
 　  ７．講師と話すときに自分の発音で正確に通じている





をとることに自信がある」（Mdiff = １.５０, SD = １.７２）であった。続いて「３．講師が話している単語
が分からないときに、その単語を聞いて教えてもらうことができる」（Mdiff = １.１０, SD = １.７０）と、


















講師と英語でコミュニケーションをとることに自信がある」 ５月M =２.５０, ７月M = ４.７５, Mdiff = 
２.２５, SD = １.７１）。
　それに対し、138 点群 （n = 9） では、図 11 のように、項目 14 について 173 点群ほどの大き















































































































































えばYashima（2002）は、日本の大学 1年生 297 人を対象としてWTCに影響する要因について
共分散構造分析を行い、WTCを直接高める要因が「第二言語コミュニケーションの自信 
（Confidence in L2 Communication）」であることを明らかにした。また「自信」は「第二言語の
コミュニケーションの不安（Communication Anxiety in L2）」と「第二言語のコミュニケーショ



















て、図12の様に、第３層の「特定の相手とコミュニケーションをする意思（Desire to Communicate 
with a Specific Person）」と「その場でのコミュニケーションの自信（State Communicative Self-
Confidence）」を挙げている（訳は八島 , 2004）。今回の調査協力者に観察される高いWTCにつ
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　（MacIntyre et al., 1998, p.547）        
図１２　第二言語におけるＷＴＣモデル 






求」（the need for autonomy）、「有用性の欲求」（the need for competence）、「関係性の欲求」 
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 1． スカイプの video & voice chat は同期型であるが、用語の使用上、CMC に含むという立場と含まないという
立場がある。
　
 2． 今回、スカイプ英会話サービスの提供を行ったのは、「ラングリッチ」（Langrich Holdings Pte.Ltd.）というオ
ンライン英会話教育サービスの提供を行っている会社である。
　
 3． プレイスメントテストには NPO 法人英語運用能力評価協会 ELPA の ACE Placement を使用した。リスニン
グ・語彙・文法・リーディングからなる 60 分間のテストである。
　
 4． Yashima（2002）は、Cl e ´ment & Kruidenier（1985）を基に、「第二言語コミュニケーションの自信（Confidence 
in L2 Communication）」を、「第二言語のコミュニケーションの不安（Communication Anxiety in L2）」と「第
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